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歴
史
都
市
の
モ
デ
ル
と
な
る
国
体
主
会
場
を
!!

▶彦根総合運動場
　
２
０
２
４
年
開
催
予
定
の
第
79
回
国
民

体
育
大
会
の
主
会
場
と
し
て
、彦
根
総
合

運
動
場（
彦
根
市
松
原
町
）が
５
月
26
日

に
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。国
体
主
会
場
は

総
合
開
会
式
・
閉
会
式
お
よ
び
陸
上
競
技

が
行
わ
れ
る
。こ
の
た
め
、日
本
陸
上
競

技
連
盟
公
認
の
第
１
種
陸
上
競
技
場
が
必

要
で
あ
り
、連
盟
の
規
程
で
は
、観
客
の
収

容
人
員
は
１
万
５
０
０
０
人
以
上（
芝
生

を
含
む
）、う
ち
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
は
７
０

０
０
人
程
度
で
屋
根
付
き
の
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
彦
根
総
合
運
動
場
が
主
会
場
と
し
て
決

定
さ
れ
た
こ
と
は
、地
域
経
済
活
性
化
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、観
光
振
興
、ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
主
会
場
の
オ
ー
プ
ン
は
２
０
２
３
年
の

予
定
で
あ
る
。基
本
的
に
は
県
が
彦
根
総

合
運
動
場
を
県
営
都
市
公
園
と
し
て
再
整

備
す
る
事
業
で
あ
り
、県
で
は
主
会
場
整

備
に
関
す
る
公
園
整
備
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。彦
根
市
は
、

県
と
連
携
を
密
に
し
て
、公
園
整
備
事
業

に
協
力
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
彦
根
総
合
運
動
場
を
都
市
公
園
と
し
て

再
整
備
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
、主
会
場
選
定
専
門
委
員
会
が
約
１
８

０
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。県
立
彦
根
球

場
は
そ
の
ま
ま
残
し
、再
整
備
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
。彦
根
市
は
、会
場
周
辺
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、金
亀
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
計
画
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ま
た
、国
体
開
催
に
向
け
て
の
課
題
も

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。主
会
場
整

備
に
伴
う
用
地
不
足
、想
定
さ
れ
る
交
通

渋
滞
の
根
本
的
な
解
決（
国
道
８
号
バ
イ

パ
ス
な
ど
）、宿
泊
施
設
の
不
足
、ス
ポ
ー

ツ
教
育
振
興
の
観
点
か
ら
彦
根
で
行
う
競

技
種
目
の
決
定
と
施
設
の
確
保
、プ
ー
ル

の
整
備
な
ど…

…

。中
で
も
最
も
重
要
な

の
が「
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
」と
の
関

わ
り
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
彦
根
城
は
、１
９
９
２

年
以
降
、世
界
遺
産
登
録
推
薦
候
補
を
示

す「
暫
定
リ
ス
ト
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

市
は
、世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
な
が
ら

国
体
主
会
場
建
設
の
両
輪
で
進
め
る
方
針

だ
が
、都
市
景
観
の
保
全（
規
制
）と
開
発

の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
る
か
と
い
う
命

題
を
、彦
根
市
は
国
宝
の
天
守
を
有
す
る

歴
史
都
市
と
し
て
、そ
の
解
決
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。い
つ
の
時
代
に
も
あ

る
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
課
題
を
ク
リ
ア

し
未
来
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。し

か
も
、主
会
場
を
含
む
地
域
は
、か
つ
て
松

原
内
湖
で
１
９
４
４
年
に
干
拓
さ
れ
た
軟

弱
な
地
盤
で
あ
る
。

　
２
０
２
４
年
を
目
指
し
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
は
、そ
の
ま
ま
集
客
都
市
彦
根
に

求
め
ら
れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
そ
の
も
の

だ
。ま
た
国
体
終
了
後
は
、国
際
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
カ
ル
チ
ャ
ー
イ
ベ
ン

ト
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
目
的

と
し
た
公
共
施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。ス
ポ
ー
ツ
教
育
振
興

も
推
し
進
め
ら
れ
、人
口
減
少
期
の
彦
根

（
湖
東
・
湖
北
）に
、交
流
人
口
増
加
の
活

路
を
開
い
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。第
79

回
国
民
体
育
大
会
の
主
会
場
建
設
は
、今
、

得
る
こ
と
の
で
き
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。

　
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
と
主
会
場
の
建

設
は
、立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
課
題
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
が
、こ
ん
な
ふ
う
に
考

え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。「
世
界
遺
産
を

抱
え
る
都
市
の
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
世
界

モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
主
会
場
を
創
ろ

う
！
」但
し
、猶
予
は
無
い
。知
恵
と
資
金
、

そ
し
て
産
官
学
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
め

よ
う
。産
官
が
一
体
と
な
り
、第
79
回
国
民

体
育
大
会
は
何
と
し
て
も
成
功
に
導
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。そ
し
て
既
に
、私
た
ち

は「
官
と
民
が
知
恵
を
使
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
惜
し
ま
ず
真
剣
に
取
り
組
め
ば
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
」こ
と
を
、橋
爪
紳
也
商
工

会
議
所
顧
問
の
講
演
で
学
ん
だ
。

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

※取材協力 : 彦根市役所 都市建設部長 山田 静男氏・企画振興部（国体準備担当） 疋田 武美氏
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現
在
ま
で
の
取
り
組
み

　　
１
９
９
５
年
に
彦
根
市
と
彦
根
商
工
会

議
所
と
が
中
心
に
な
って「
彦
根
市
中
心
市

街
地
再
生
事
業
委
員
会
」を
設
け
、１
９
９

７
年
に「
彦
根
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り

構
想 『
魅
惑
の
ま
ち
づ
く
り
』」を
策
定
し

た
。そ
の
後
、１
９
９
８
年
に
中
心
市
街
地

活
性
化
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

１
９
９
９
年
に「
彦
根
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」を
策
定
し
た
。こ
の
計
画
で

は
、12 
商
店
街
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
中
心

市
街
地
と
し
、都
市
基
盤
、商
業
基
盤
の
整

備
を
進
め
た
。そ
の
際
、「
街
な
か
観
光
」（
彦

根
城
観
光
客
を「
ま
ち
な
か
」に
誘
導
す
る

た
め
の
施
策
）の
促
進
を
基
本
的
戦
略
と
し

つ
つ
、交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に

居
住
者
、高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
賑
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。当
所

は
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
と
し
て
関
わっ

て
き
た
。

　
同
年
の「
彦
根
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」は
、中
心
市
街
地
の
居
住
人
口

を
、１
０
２
０
０
人（
１
９
９
８
年
）か
ら
２

０
１
０
年
に
は
１
２
０
０
０
人
に
、事
業
所

の
従
業
者
数
を
１
２
２
４
０
人
か
ら
１
４

０
０
０
人
に
す
る
目
標
を
設
定
。中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
、行
政
や
商
店

街
組
合
等
が
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ

も
の
の
、中
心
市
街
地
の
居
住
人
口
７
３
４

５
人（
２
０
１
０
年
）、事
業
所
の
従
業
者

数
７
６
０
１
人（
２
０
１
２
年
）と
中
心
市

街
地
の
落
ち
込
み
は
激
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。

　
「
街
な
か
観
光
」に
関
し
て
は
、彦
根
城
入

山
者
数
の
30
〜
40
％
を
回
遊
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
目
標
設
定
だ
っ
た
。１
９
９
８
年
に

夢
京
橋
キ
ャッ
ス
ル
ロ
ー
ド
の
街
区
が
完
成

し
た
そ
の
年
、彦
根
城
の
年
間
客
数
60
万
人

に
対
し
て
、夢
京
橋
キ
ャッ
ス
ル
ロ
ー
ド
を
訪

れ
た
観
光
客
は
45
万
人
に
達
し
、近
隣
商
店

街
等
も
加
味
し
た
経
済
効
果
は
18
億
円
と

算
出
さ
れ
た
。国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０

年
祭
、井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
以

降
、彦
根
城
の
入
山
者
数
は
70
万
〜
80
万
人

で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、街
中
への
回
遊
は

落
ち
込
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。い
ず

れ
に
し
て
も
、基
本
計
画
は
十
分
に
目
標
を

達
成
し
た
と
は
い
え
な
い
。

　
ま
た
、中
心
市
街
地
の
人
口
は
近
年
20
年

間
で
約
35
％
減
少
し
、高
齢
者
の
割
合
は
約

30
％
と
彦
根
市
全
体
の
20
％
に
比
べて
高
い

3 彦根商工会議所通信

割
合
に
な
って
い
る
。更
に
、郊
外
へ
の
大
規

模
店
舗
の
立
地
な
ど
に
よ
り
商
業
購
買
力

が
低
下
し
、当
初
12
商
店
街
が
11
商
店
街

と
な
り
、中
心
市
街
地
の
活
力
が
乏
し
く
な

る
な
ど
、空
洞
化
と
い
う
危
機
に
直
面
し
て

い
る
。

　　

中
心
市
街
地
活
性
化
法

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
都
市
機
能
の
郊

外
移
転
等
に
よ
り
、中
心
市
街
地
商
店
街

の
衰
退
や
地
域
の
活
力
低
下
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、国
で
は
、将
来
の
人

　

夢
京
橋
キ
ャッ
ス
ル
ロ
ー
ド

　　
７
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た「
彦
根
ゆ
か
た

ま
つ
り
」に
合
わ
せ
、夢
京
橋
キ
ャッ
ス
ル
ロ

ー
ド
の
街
路
樹（一部
）の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

始
ま
っ
た
。こ
の
事
業
は
、彦
根
商
工
会
議

所
が
彦
根
夢
京
橋
商
店
街
振
興
組
合（
理

事
長
谷
口
典
隆
氏
）に
提
案
し
、賛
同
を
得

て
実
現
し
た
。事
業
名
は「
ひ
こ
ね
＋
光
ア

ー
ト
」〈
和
の
風
物
詩
〉。国
の「
平
成
25
年

度
補
正 

地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
助
成

金
」（
総
額
は
、４
０
０
万
円
＋
消
費
税
32
万

円
＝
４
３
２
万
円
）を
使
い
行
わ
れ
た
。ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
と
い
う
手
法
を
使
い
、夜
型
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
集
客
効
果
を
期
待
す
る
と
共

に
、新
し
い
光
の
演
出
に
よって
来
訪
者
の
滞

在
時
間
を
延
長
し
、ひ
い
て
は
宿
泊
客
の
増

加
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。今
回
、試
験
的

に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、今
後
も
、観
光

や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の一
助
と
し
て
、

地
域
が
元
気
に
な
り
、企
業
も
元
気
に
な
っ

て
い
く
長
期
的
な
取
り
み
と
し
て
、キ
ャッ
ス

ル
ロ
ー
ド
沿
い
の
全
街
路
樹
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
、継
続
で
き
る
よ
う
振
興
組
合
と
共
に

そ
の
方
策
を
練
って
い
き
た
い
。例
え
ば
、資

金
の
手
当
て
に
つ
い
て
は
、彦
根
市
補
助
金
、

事
業
所（
企
業
）協
賛
金
な
ど
を
活
用
し
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
を
加
え
る
な
ど
、毎
年
の

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
計
画
し
て
い
く
。ま
た
、

彦
根
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
契
機
に
、ま
ち
で
暮

ら
す
人
々
が
、そ
れ
ぞ
れ
よ
り
魅
力
的
な
夜

間
景
観
を
創
る
努
力
に
も
期
待
し
た
い（
不

易
流
行
７
月
号「
特
集:

ひ
こ
ね
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
の
可
能
性
」参
照)

。

　
商
工
会
議
所
内
で
完
結
す
る
こ
と
の
で

き
る
事
案
で
あ
れ
ば
、「
ひ
こ
ね
＋
光
ア
ー

ト
」〈
和
の
風
物
詩
〉事
業
の
よ
う
に
直
接
、

国
に
対
し
て
補
助
金
申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ク
ー
ル
・
ひ
こ
ね
」

（
不
易
流
行
５
月
号
参
照
）を
目
指
し
、かっ

こ
い
い
彦
根
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
続
け

る
努
力
を
惜
し
む
も
の
で
は
な
い
。

口
減
少
社
会
に
備
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、２
０
０
６
年
に

中
心
市
街
地
活
性
化
法
が
改
正
さ
れ
る
に

至
っ
た
。こ
の
改
正
法
は
、拡
散
し
た
都
市

機
能
を
再
び
中
心
市
街
地
へ
誘
導
し
、既
存

ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用
と
民
間
活
力
を
活

用
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
し
て
、こ
の
中

心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
き
計
画
認
定

を
受
け
た
事
業
に
は
、国
の
拡
充
さ
れ
た
支

援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
改
正
法
に
よ
る
基
本
計
画
の
認
定
を
受

け
て
い
る
地
域
は
全
国
で
１
１
９
市
・
１
２

２
区
域
。滋
賀
県
内
で
は
、大
津
市
、長
浜

市
、守
山
市
、草
津
市
が
認
定
を
受
け
て
い

る
。ま
ち
づ
く
り
会
社
は
法
律
上
特
段
の
位

●「中心市街地」の定義
　都市の中心となる市街地であって、以下の要件に
当てはまる地域とされている。
・相当数の小売商業者が集積し、都市機能が相当程
度集積しており、その市の中心としての役割を果た
している市街地。
・土地利用及び商業活動の状況等からみて、機能的
な都市活動の確保又は経済活力の維持に支障を生
じ、又は生ずるおそれがあると認められる市街地。
・都市機能の増進及び経済活力の向上を総合的か
つ一体的に推進することが、市及びその周辺の地域
の発展にとって有効、適切であること。

●中心市街地活性化法に位置づけられる事業
①市街地の整備改善のための事業
　例…土地区画整理事業・市街地再開発事業・道
　　　路、公園、駐車場等の公共の用に供する施
　　　設の整備など
②都市福利施設の整備のための事業
　例…教育文化施設・医療施設・社会福祉施設など
③住宅供給や居住環境向上のための事業
　例…共同住宅整備事業など
④商業の活性化のための事業
　例…中小小売商業高度化事業・特定商業施設等
　　　整備事業など
※1 これら４事業と一体的に推進する事業として、特
定民間中心市街地活性化事業や公共交通機関の利
用者の利便の増進を図るための事業などがある。
※2 まちづくり会社は法律上特段の位置づけはさ
れてはいないが、魅力ある商店の開設やまちのに
ぎわいを生み出すイベントの実施など、中心市街
地の活性化において重要な役割を担っている。

ど
う
な
る
!?
中
心
市
街
地
活
性
化
法

彦
根
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

ス
タ
ー
ト 

①

置
づ
け
は
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、魅
力
あ
る

商
店
の
開
設
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
す
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
って

い
る
。

　
彦
根
市
は
今
年
度
、中
心
市
街
地
関
連

の
予
算
に
３
０
０
万
円
を
計
上
し
、活
性
化

を
図
る
た
め
に
、１
９
９
９
年
の
基
本
計
画

の
具
体
的
な
成
果
を
分
析
し
、新
た
な
取
り

組
み
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、中
心
市
街
地

の
自
治
会
長
46
人
、11
商
店
街
３
２
０
店
舗

に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施（
８
月

18
日
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
発
送
）し
、今
年
度

末
に
調
査
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定
で
あ

り
、次
年
度
予
算
編
成
に
合
わ
せ
10
月
の
時

点
で
中
間
報
告
を
予
定
し
て
い
る
。

　
当
所
は
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、

そ
の
結
果
を
尊
重
し
な
が
ら
基
本
計
画
策

定
を
求
め
る
と
と
も
に
、行
政
と
連
携
し
て

中
心
市
街
地
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
１
／
３ ×

 

１
／
２=

１
／
６

　
市
は
、調
査
分
析
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、関
連
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、中

心
市
街
地
活
性
化
法
の
認
定
を
受
け
る
か

ど
う
か
を
含
め
、今
後
の
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
取
り
組
み
た
い
と
し
て
い
る
。認
定

を
受
け
る
場
合
、基
本
計
画
を
策
定
し
計

画
実
行
は
、最
短
で
も
平
成
28
年
度
か
ら
と

な
る
。

　
こ
れ
ま
で
、中
心
市
街
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の

商
店
街
や
ま
ち
の
人
々
が
主
体
と
な
り
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。１
９
９

９
年
以
降
、当
所
は
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
関
と
し
て
機
能
し
て
き
た
が
、中
心
市
街

地
を
俯
瞰
し
、明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
な

が
ら
活
性
化
を
推
進
す
る
組
織
が
、今
後
、

中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
に
は
必
要
と

思
わ
れ
る（（
不
易
流
行
６
月
号「
特
集:

ま

ち
づ
く
り
会
社
で
地
域
が
変
わ
る
」参
照
）。

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、公
共
性
と
専
門
性

を
持
っ
た
事
業
を
動
か
す
手
法（
受
け
皿
）

で
あ
る
。

　
「
１
／
３×

１
／
２=

１
／
６
」。こ
れ
は
、

国
の
補
助
事
業
を
受
け
た
場
合
、２
／
３
の

補
助
を
受
け
た
場
合
、１
／
３
を
行
政
と
会

議
所
が
、或
い
は
、会
議
所
と
ま
ち
づ
く
り

会
社
が
応
分
す
れ
ば
、結
果
、１
／
６
の
負

担
と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。１
／
３
を
、行

政
・
会
議
所
・
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
応
分
す

れ
ば
１
／
９
の
負
担
と
な
る
。補
助
率
は
変

わ
る
が
、中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
認
定
を

受
け
ず
、国
の
補
助
事
業
を
利
用
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。

　
激
変
す
る
環
境
の
変
化
の
中
で
リ
ア
ル
な

時
間
感
覚
を
持
ち
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

※

取
材
協
力

彦
根
市
役
所 

産
業
部
長 

萩
野 

昇
氏
・
商
工
課
長 

長
野 

繁
樹
氏

基本計画認定のスキーム

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
組
織

内閣総理大臣による
認定制度

（国の基本方針に適合）（
ま
ち
づ
く
り
会
社
・
商
工
会
議
所
・
市
町
村
・
商
業
者
・
民
間
事
業
者
・

地
域
住
民
代
表
・
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
・
地
権
者
・
交
通
事
業
者
等
、多
様
な

主
体
で
組
織
）

⇨

⇨

意見

認定申請 認定

意見

⇩⇩

⇩

（新）基本計画策定
作成主体：市町村

各事業実施主体が
計画事業を推進（※1）

〈 

計
画
の
主
な
記
載
事
項 

〉

基
本
的
な
方
針・区
域・数
値
目
標・

計
画
期
間（
概
ね
５
年
以
内
）・
実

施
事
業 

な
ど

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立（※

２
）

　
（
取
組
の
詳
細
は
会
報
６
月
号
）

Trends    in Hikone
彦
根
の
動
向

彦根の動向
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滋
賀
中
央
信
用
金
庫
は
２
０
０
４
年（
平

成
16
年
）７
月
20
日
に
彦
根
信
用
金
庫
と

近
江
八
幡
信
用
金
庫
が
合
併
し
発
足
、彦

根
市
中
央
町
に
本
部
、近
江
八
幡
市
桜
宮

町
に
本
店
を
置
い
て
い
る
。

　
８
月
３
日
、合
併
10
周
年
を
記
念
し
、ま

ち
づ
く
り
の一助
に
と
銀
座
支
店
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
始
ま
っ
た
。日
没
か
ら
午
後
11
時

ま
で
、６
パ
タ
ー
ン
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
15
分

ご
と
に
変
化
す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ

て
い
る
。

　
銀
座
支
店
は
銀
座
町
の
交
差
点
の
角
に

あ
り
、建
物
は
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）

10
月
28
日
、国
の
有
形
登
録
文
化
財
、同
年

12
月
20
日
、景
観
重
要
建
造
物
に
指
定
さ

れ
た
彦
根
の
近
代
化
遺
産
で
、「
銀
座
町
の

交
差
点
」の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。「
銀
座
町
の
交
差
点
」と
い
う
よ

り
は「
久
左
の
辻
」と
いっ
た
方
が
判
り
や
す

い
か
も
し
れ
な
い
。銀
座
商
店
街
・
花
し
ょ

う
ぶ
通
り
商
店
街
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本
通

り
・
登
り
町
グ
リ
ー
ン
通
り
商
店
街
の
４
つ

の
商
店
街
が
接
す
る
交
差
点
だ
。

　
滋
賀
中
央
信
用
金
庫
理
事
長 

沼
尾
護

氏
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
お
話
を
う
か

が
っ
た
。「
小
出
商
工
会
議
所
会
頭
と
お
話

し
て
い
る
時
に
、商
店
街
の
活
性
化
と
夜
間

景
観
を
何
と
か
し
た
い
。彦
根
の
夜
は
暗

く
、４
商
店
街
が
交
わ
る
旧
商
店
街
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
場
所
に
建
つ
銀
座
支
店
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
と
相
談
を
受
け
た
の
が

始
ま
り
で
し
た
。予
算
は
約
５
０
０
万
円
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
月
２
０
０
０
円
。市

民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
、彦
根
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
な
ら
ば
と
決
断
し
ま

し
た
。10
周
年
と
い
う
周
年
で
な
く
て
も
地

域
の
た
め
に
な
る
な
ら
ば
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。
信
用
金
庫

は
地
元
限
定
の
金
融
機
関
で
す
。人
口
減

少
の
時
代
、５
年
後
10
年
後
を
考
え
た
時
、

地
元
が
元
気
で
あ
って
欲
し
い
と
願
う
わ
け

で
す
。地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
や
考
え

方
は
商
工
会
議
所
と
共
通
す
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
」。

　
銀
座
支
店
の
建
物
は
元
々
は
、明
治
銀
行

彦
根
支
店
だ
っ
た
。棟
札
が
残
っ
て
お
り
１

９
１
８
年（
大
正
７
年
）11
月
25
日
の
上
棟

で
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。明
治
銀
行
は

１
８
９
６（
年
明
治
29
年
）名
古
屋
に
本
店

を
置
い
て
開
業
し
た
金
融
機
関
で
、１
９
２

７
年（
昭
和
２
年
）の
金
融
恐
慌
、同
５
年
〜

７
年
の
昭
和
恐
慌
で
、１
９
３
２
年（
昭
和

７
年
）に
破
綻
。そ
の
後
、建
物
は
さ
ま
ざ
ま

に
転
用
さ
れ
、戦
後
は
産
婦
人
科
医
院
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
。１
９
５
８
年（
昭
和
33

年
）に
彦
根
信
用
金
庫
が
購
入
し
、１
９
５

９
年（
昭
和
34
年
）７
月
か
ら
銀
座
支
店
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
信
用
金
庫
は
地
域
に
認
め
て
も
ら
え
る

金
融
機
関
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。地
元

が
元
気
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、信
用

金
庫
の
存
在
価
値
も
な
い
わ
け
で
す
。私
た

ち
も
、長
浜
・
彦
根
・
近
江
八
幡
の
３
信
金

で
滋
賀
県
の
観
光
誘
客
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

作
り
、全
国
の
２
６
７
信
金
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
は
、自
治
体
と

商
工
会
議
所
と
金
融
機
関
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今
後
、ま
ち
づ
く
り
会
社
も
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、極
力

バッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
沼

尾
理
事
長
は
地
元
への
思
い
を
語
る
。

　
長
期
的
な
観
光
戦
略
と
し
て
、彦
根
に
点

在
す
る
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
再
認
識
・

再
評
価
し
、都
市
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
に

配
慮
し
な
が
ら
夜
間
景
観
の
整
備
を
行
う

こ
と
で
彦
根
は
新
し
い
魅
力
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
。銀
座
支
店
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、「
ク
ー
ル
・
ひ
こ
ね
」戦
略
の「
は
じ
ま
り

の
始
ま
り
」な
の
で
あ
る
。

彦
根
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

ス
タ
ー
ト 

②

Trends in Hikone

彦
根
の
冠
を
戴
く
梨

彦根の動向 　
荒
神
山
の
麓
曽
根
沼
の
干
拓
地
に
彦
根

梨
の
果
樹
園
が
あ
る
。昭
和
56
年
に
植
栽

さ
れ
、そ
の
後
干
拓
嵩
上
げ
に
よ
り
伐
採
。

再
び
、平
成
９
年
か
ら
順
次
植
栽
さ
れ
、栽

培
面
積
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
。８
月
下
旬
か

ら「
幸
水
」、９
月
に
入
っ
て
か
ら「
豊
水
」

を
樹
で
完
熟
さ
せ
、順
次
収
穫
し
、彦
根
市

石
寺
町
の
選
果
場「
果
樹
工
房
」前
の
直

売
所
や
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
各
直
売
所
で
販
売

し
て
い
る
。約
２
千
袋（
１・５
キ
ロ
入
り
、

６
０
０
円
〜
７
０
０
円
）を
当
日
に
売
り

切
る
。予
約
販
売
の
化
粧
箱
入
り
高
級
品

（
５
０
０
０
ケ
ー
ス
）は
発
売
前
に
完
売
。

予
約
日
前
日
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
人

気
を
集
め
て
い
る
。

　
「
こ
こ
は
気
流
が
良
い
か
ら
」と
言
う
の

は
、最
初
に
梨
栽
培
を
思
い
つ
い
た
彦
根

梨
生
産
組
合
組
合
長
の
吉
田
新
次
さ
ん

（
73
）だ
。琵
琶
湖
か
ら
吹
く
風
が
荒
神
山

で
上
昇
気
流
と
な
る
。曽
根
沼
の
干
拓
地

は
土
地
が
低
く
、周
囲
よ
り
少
し
気
温
が

高
い
の
だ
と
い
う
。こ
の
環
境
が
梨
を
美

味
し
く
す
る
。実
際
、琵
琶
湖
の
周
辺
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
梨
は
、彦
根
梨
ほ
ど
糖

度
が
高
く
な
ら
な
い
。ま
た
、全
国
で
も

そ
の
甘
さ
と
瑞
々
し
さ
で
幻
の
梨
と
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
。

　
曽
根
沼
の
干
拓
は
昭
和
37
年
に
行
わ
れ

て
い
る
。米
作
り
の
た
め
に
行
わ
れ
た
最

後
の
干
拓
地
だ
っ
た
。し
か
し
そ
の
後
、減

反
。何
か
特
産
物
を
と
、様
々
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
な
さ
れ
、試
し
た
果
樹
が
梨
だ
っ
た
。

最
初
か
ら
梨
が
曽
根
沼
干
拓
地
の
好
適
品

目
だ
と
判
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。現

在
、収
穫
高
１
８
０
ト
ン
。直
売
を
基
本
と

し
て
い
る
。全
国
的
に
み
れ
ば
滋
賀
県
の

果
樹
栽
培
は
最
下
位
だ
が
、梨
の
産
地
と
し

て
は
滋
賀
県
一
で
あ
る
。「
苦
し
い
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、梨
を
や
っ
て
き
て
良

か
っ
た
と
、や
っ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。機
械
化
も
困
難
で
、土
作
り
、間

伐
、剪
定
・
摘
果
、受
粉
作
業
な
ど
手
間
が

か
か
り
ま
す
が
、管
理
を
尽
く
せ
ば
尽
く

し
た
だ
け
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

が
ま
た
面
白
い
の
で
す
」。同
じ
作
る
な

ら
、甘
く
て
美
味
し
い
も
の
を
と
、生
産
組

合
22
農
家
の
切
磋
琢
磨
の
た
ま
も
の
だ
と

吉
田
さ
ん
は
い
う
。今
後
、収
穫
可
能
と
な

る
樹
が
増
え
て
く
る
た
め
梨
の
出
荷
量
は

増
え
る
見
込
み
だ
。

　
彦
根
と
い
う
冠
を
戴
く
梨
は
、特
産
品

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。ま
た
、農
林
水
産
省
が
推
進
す

る
、「
雇
用
と
所
得
を
確
保
し
、若
者
や
子

供
も
集
落
に
定
住
で
き
る
社
会
を
構
築
す

る
た
め
、農
林
漁
業
生
産
と
加
工
・
販
売

の
一
体
化
や
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
産
業
の
創
出
を
促
進
す
る
６
次
産
業

化
」へ
の
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
る
。

　
当
所
で
は
９
月
、ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
。農
商
工
連
携
を
視
野

に
入
れ
、取
り
組
ん
で
い
く
。

5 彦根商工会議所通信

　
「
城
フェス
in
彦
根
」に
お
い
て
、彦
根
商

工
会
議
所
は
、音
プ
ロ
ジェク
ト「
森
山
良

子 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

O
E
K（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
）」の
事
業
を
担
当
し

て
い
る（
城
フェス
in
彦
根
プ
ロ
ジェク
ト
委
員
会
委

員
長
は
中
川
哲
副
会
頭
）。当
所
会
員
の
皆
様

に
は
、前
売
り
券
の
販
売
な
ど
ご
尽
力
い

た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢

は
、1
9
8
8
年
石
川
県
と
金
沢
市
が

設
立
し
た
日
本
最
初
の
プ
ロ
の
室
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
。年
間
約
1
１
0
公

演
を
行
って
い
る
。

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
食
わ
ず
嫌
い
の
方
も
い

る
だ
ろ
う
が
、間
近
で
生
の
音
を
聴
け
ば

き
っ
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
聴
い
た
な

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
が
奏
で
る
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
に
違
い
な

い
。

　
９
月
14
日（
日
）（
11
：
30
／
12
：
30
／

14
：
00
※
各
回
30
分
の
予
定
）、ビ
バ
シ

テ
ィ
彦
根
ウ
ェ 

ル
カ
ム
プ
ラ
ザ
に
、ア
ン

サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
メ
ン
バ
ー
坂
本
久
仁

雄
氏（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）と
ソ
ン
ジ
ュ
ン
・

キ
ム
氏（
チェロ
）が
、今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
や
っ
て
く
る
。プ
ロ

の
演
奏
家
の
音
を
間
近
で
聴
く
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。是
非
、足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
って
い
る
。　

10.19
開場 14:15 開演 15:00 
ひこね市文化プラザグランドホール

日

オーケストラ・アンサンブル金沢

1階席 ￥5,500・2階席 ￥4,500

彦根商工会議所 tel.0749-22-4551／NPO法人ひこね文化デザインフォーラム tel.0749-23-3383お問合せ・お申込み

当日 1 階席 ￥6,000・2 階席 ￥5,000

主催  全国城サミット in彦根・彦根城フェス実行委員会／NPO法人ひこね文化デザインフォーラム

森山良子withOEK
指　　揮：鈴木織衛
ゲ  ス  ト：森山良子
管  弦  楽：オーケストラ・アンサンブル金沢

森山良子とOEKが贈る
新感覚クラシックコンサート

クラシックへの目覚め

彦根市野瀬町187-4・tel.0749-26-8601

演奏曲目 ： 「彦根散策」オーケストラアレンジ版
「この広い野原いっぱい」、「さとうきび畑」、 「涙そう
そう」、「小犬のワルツ」、「ほろ酔いの歌」ほか

全席指定

Ｏ
Ｅ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

弦
楽
二
重
奏
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R E P O R T  &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
８
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
８
月
８
日

（
金
）当
所
に
て
、常
議
員
18
人
、小
出
会
頭
、

木
村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
ら

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
前
に
、「
彦
根
を
映
画
で
盛
り
上
げ
る

会
」の
和
田
一
繁
氏
を
お
招
き
し
、井
伊
直
弼

と
彦
根
藩
を
舞
台
に
し
た
映
画「
柘
榴
坂
の

仇
討
」につい
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
常
議
員
会
で
は
、会
頭
が
挨
拶
の
後
議
長

に
就
任
、議
案
と
し
て
、（
１
）新
入
会
員
13
件

の
承
認
に
つ
い
て
、専
務
理
事
か
ら
説
明
の

後
、議
長
が
諮
り
、満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項
と
し
て（
１
）平
成
27
年

度
予
算
に
係
る
国
・
県
への
要
望
に
つ
い
て
、

（
２
）彦
根
市
幹
部
と
正
副
会
頭
と
の
懇
談

会
に
つ
い
て
、（
３
）部
会
報
告
に
つ
い
て
、（
４
）

委
員
会
等
報
告
に
つ
い
て
、中
川
副
会
頭
、志

賀
谷
専
務
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
、閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

当
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、中
小
企
業
向
け
施
策
普
及

の
た
め
の
パ
ン
フ
レッ
ト「
彦
根
商
工
会
議
所
活
用
ガ
イ
ド
」

（
Ａ
４
判・６
ペ
ー
ジ・全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
）を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業
相
談
所
の
事
業
内
容
か
ら
、各

種
経
営
相
談
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
公
的
融
資
制
度
、

各
共
済
・
保
険
制
度
の

概
要
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
お

送
り
す
る
と
と
も
に
、当

所
窓
口
で
も
無
料
配
布

し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

彦根商工会議所HPトップページURL

▶登録用QRコード

※メールマガジンは
mail@hikone-cci.or.jp の
アドレスで配信されます。
携帯で迷惑メールフィルタを
ご利用の場合は、このアドレス
もしくは「hikone-cci.or.jp」の
ドメインを許可リストに登録
してください。

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成26年6月26日～8月8日　会員数 1,555件）

部会 事業所名 業種 代表者名 所在地
金属工業 ＧＣ－ｔｅｃｈ セラミックス研削加工 上村 武 彦根市地蔵町41-17
化学工業
化学工業 ひこね自助具企画㈱ 知的所有権販売、自助具製造 黒澤 博 彦根市小泉町900-4
化学工業 水谷醤油醸造場 醤油醸造・販売 水谷 勝彦 彦根市日夏町3850
繊維工業 奥野縫製所 縫製加工業 奥野 正秋 彦根市普光寺町664
建設業
建設業
小売商業

㈱鍛治光鉄工所 鉄骨建物、鉄製品全般 西村 茂 彦根市高宮町2704

小売商業 読売センター彦根西部 新聞販売業
木村 真規子

彦根市肥田町1010-1ｱﾙﾌｧｳ゙ ｨﾗ1-C
観光・サービス
観光・サービス

ｃａｆｅ　ｎｏｒｎ 喫茶店
南 竜二

彦根市西今町850－56

観光・サービス 福から 大分中津からあげ専門店 福地 亮太郎 彦根市戸賀町240

サカタインクス㈱滋賀工場 印刷インキ製造 前田 正昭 米原市梅ケ原2060

公益財団法人　豊郷病院 医療、介護 佐藤 公彦 犬上郡豊郷町大字八目12

㈱MARUICHI 舗装工事業 一丸 文孝 彦根市辻堂町250-2
㈱スポーツショップキムラ スポーツ用品小売業 木村 守 彦根市彦富町913-1

彦根市優良従業員表彰 被表彰者推薦のご案内
彦根市・彦根商工会議所・稲枝商工会共催による、第６１回彦根
市優良従業員表彰式を挙行いたします。以下の基準に該当する
方がおられましたら、ぜひご推薦ください。

被表彰者の推薦について
■対象　「彦根市優良従業員表彰規程」に定める対象業種に従事している
方で、①勤続年数が１５年以上で、職務に精励し素行方正である方、②職務
に関し有益な研究及び発明発見をし、または著しい業績をあげ特に企業の
振興をはかり他の模範となる方、③天災、その他非常事態等に際し適切な
処置をとり、業務上の危害を未然に防止する等特に功労のあった方。ただ
し、家族従業員（法人においては役員）と、過去にこの表彰を受けた方は除き
ます。
■表彰　締切後、審査会を経て被表彰者を決定します。表彰状を贈り、表
彰します。
■推薦　９月３０日（火）までに所定の推薦書にて当所まで提出してください。
（彦根市商工課・稲枝商工会でも受付できます）（締切期日厳守）
■書類　当所・彦根市役所商工課・稲枝商工会にあります。また、当所ホー
ムページからもダウンロードしていただけます。
（http://www.hikone-cci.or.jp/61yuryo.html）
■問合せ　当所業務課（TEL22-4551）または彦根市商工課（TEL30-6119）、
稲枝商工会（TEL43-2201）まで

　小江戸彦根の城まつり「彦根いい秋散策プラン」が１０月・１１月と開催
されます。秋の彦根を市民の皆さま、観光でお越しのお客さま、ともにお
楽しみいただきたく、本年もガイドブックを作成いたしました。
　彦根城フェスやご当地キャラ博、玄宮園ライトアップ等、秋に開催され
るイベント情報や名所旧跡のご案内、おトクなクーポン、商店街マップ、レ
ンタサイクル情報など盛りだくさんの内容でお届けいたします。
　今年は「スタンプ＆シールラリー」と題して名所や商店を巡るラリーを
実施。市内34ヶ所の名所旧跡等に設置されたスタンプと、協賛店でのお
買い物でもらえるシールを合わせて６つ集めると、限定「走破記念品」が
もらえます（※数に限りがあります）。
　また、綴じ込みのアンケートに回答・応募で、特産品など彦根の自慢の
品が抽選で当たります。
　この機会に、「もっと歩いてみたくなる町彦根」をおトクに散策してみま
せんか。ご家族やお友達との楽しい時間にぜひ、ご活用ください。

　また、１０月の２日間は当日受付で、次のイベントも実施いたします。いず
れも予約不要ですのでお気軽にご参加ください（例年の「お姫さま変身体
験」は実施いたしません）。今年は八景亭にて開催、玄宮園を衣装で散策し
ていただけます。お手持ちのカメラで記念撮影をお楽しみください。

第６１回彦根市優良従業員表彰式
日時　平成２６年１１月２１日（金）午前９時３０分～
場所　彦根商工会議所  ４階大ホール（彦根市中央町３－８）

彦
根
商
工
会
議
所
活
用
ガ
イ
ド
」を
発
刊

小江戸彦根の城まつり　彦根いい秋散策プラン
―「２０１４ ガイドブック」を発行しますー

●ガイドブック有効期間
１０月１日（水）～１１月３０日（日）
●ガイドブック配布場所
彦根商工会議所・彦根市観光案内所・（公
社）彦根観光協会・ひこね街なかプラザ・
彦根城管理事務所・夢京橋あかり館・彦根
市観光振興課・彦根市各支所出張所 等

■かんたん変身体験・・・簡易な衣装で短時
間に町娘や侍、忍者などに変身。子ども用衣
装もございます。
■ヨロイ（甲冑）変身体験・・・「井伊家の赤
備え」を模した本格的な甲冑をご用意。
実施日時　１０月２５日（土）・２６日（日）
　　　　　午前１０時～１２時、午後１時～３時
場　　所　八景亭（玄宮園西口券売所横）
参 加 費　かんたん変身　５００円
　　　　　ヨロイ変身　 1,０００円

お問い合わせ
彦根商工会議所内「彦根いい秋散策プラン班事務局」（電話２２-４５５１）まで

http://www.hikone-cci.or.jp/

常
議
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　
当
所
で
は
、８
月
12
日
よ
り
約
10
年

振
り
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
し
く
し
ま
し

た
。デ
ザ
イ
ン
を一新
す
る
と
共
に
見
や

す
く
・
使
い
や
す
い
ペ
ー
ジ
に
す
る
た
め
、

次
の
点
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

●
商
工
会
議
所
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
、

「
経
営
相
談
・
融
資
」「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
・Ｐ
Ｒ
」「
人
材
育
成
・
確
保
」「
証
明
・

認
証
取
得
」「
共
済
制
度
・
福
利
厚
生
」

「
商
業
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」「
工
業
振

興
」の
項
目
で
分
類
し
ま
し
た
。

●
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
、目
的
別
に
、「
相

談
し
た
い
」「
販
路
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
た
い
」「
信
用
力
を
ア
ッ
プ
し
た
い
」

「
人
材
の
教
育
・
確
保
を
し
た
い
」「
も
し

も
、ま
さ
か
に
備
え
た
い
・
福
利
厚
生
を

充
実
し
た
い
」「
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
」「
経
済
・
経
営
他
に
関
す
る

情
報
を
得
た
い
」「
会
議
室
や
ホ
ー
ル
を

借
り
た
い
」「
商
業
・
観
光
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
情
報
を
知
り
た
い
」「
工
業
振

興
・
も
の
づ
く
り
情
報
を
知
り
た
い
」か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
写
真
を
多
く
掲
載
し
て
、よ
り
楽
し

い
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
ま
し
た
。

●
サ
イ
ト
内
検
索
機
能
が
よ
り
使
い
や

す
く
な
り
、必
要
な
情
報
が
素
早
く
検

索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
各
種
証
明
・
認
証
取
得
、商
業
振
興

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
ひ
こ
ね
等
）、工
業

振
興（
も
の
づ
く
り
支
援
室
等
）ペ
ー
ジ

等
を
新
し
く
開
設
し
ま
し
た
。

●
各
種
団
体
や
行
政
等
の
関
連
の
あ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
集
ペ
ー
ジ
を
設

け
ま
し
た
。必
要
な
情
報
を
ま
と
め
て

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ（Facebook

）と
の
連
携
を

強
化
し
ま
し
た
。

●
Ｒ
Ｓ
Ｓ
機
能
を
新
し
く
つ
け
ま
し

た
。

● 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も

見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
新
た
な
ペ
ー
ジ
や
情
報
を
提

供
す
る
予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ一度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
会
員

登
録
募
集
！

　
当
所
で
は
、様
々
な
情
報
を
当
所
通

信「
不
易
流
行
」に
て
ご
案
内
し
て
い
ま

す
が
、こ
の
度「
彦
根
商
工
会
議
所
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
」を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。当
所
や
関
係
機
関
か
ら
の
お

知
ら
せ
や
各
種
情
報
を
、会
員
様
を
始

め
皆
様
に
更
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
い

た
し
ま
す
。登
録
は
無
料
で
す
の
で
、こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
登
録
は
、パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
、当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
は
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
空
メ
ー
ル
を
送
る

方
法
が
便
利
で
す
。



不易流行  89  彦根商工会議所通信

  

お
礼

　
当
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
一
連
の
夏
ま

つ
り
行
催
事
も
、無
事
に
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。会
員
並
び
に
諸
団
体
の

皆
様
を
は
じ
め
、警
察
、消
防
当
局
の
ご
指

導
、地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

し
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

青年部通信 YEGSeptember.vol6.307

アインズ株式会社　小寺 秀樹

福から　　　　　福地 亮太郎

商
工
会
議
所
青
年
部

第
12
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会（
静
岡
）

　
去
る
７
月
17
日（
木
）彦
根
駅

前
に
先
月
Ｏｐ
ｅ
ｎ
さ
れ
ま
し
た

魚
丸（
う
お
ま
る
）さ
ん
に
て
現

青
年
部
メ
ン
バ
ー
と
青
年
部
Ｏ
Ｂ

フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
先
輩

方
と
の
親
睦
例
会
が
あ
り
ま
し

た
。フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

● 

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

　
７
月
26
日
、涼
し
げ
な
浴
衣
姿
の
女
性

を
中
心
に
約
一
万
人
が
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス

ル
ロ
ー
ド
に
集
ま
り
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
大
抽
選
会
等
の
多
彩
な
催
し
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
街
路
樹
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、お
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

先
輩
方
と
は
新
年
会
と
夏
季
親
睦

例
会
の
年
２
回
が
交
流
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
、今
回
も
酒
を
酌
み

交
わ
し
、美
味
し
い
魚
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、一
流
経
済
人
と
し
て
の
目

利
き
・
味
覚
を
試
さ
れ
本
物
と
偽

物
を
目
・
舌
で
比
べ
る
と
い
っ
た

一
語
一
笑
委
員
会
の
趣
向
を
凝
ら

し
た
余
興
で
会
場
全
体
が
盛
り
上

が
り
、日
頃
の
疲
れ
を
癒
す
良
い

例
会
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
数

あ
る
事
業
、懇
親
の
中
か
ら
彦
根

Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
研
鑽
を
積
み
、個
々
が

成
長
で
き
る
場
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
滋
賀
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
㈱  

小
澤 

邦
剛

　
７
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）、

サ
ッ
カ
ー
の
盛
ん
な
静
岡
の
地

で
商
工
会
議
所
青
年
部
第
12
回

全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。梅
雨
時
期
で
台
風
の
影

響
も
あ
り
、雨
か
と
思
い
ま
し
た

が
、参
加
者
の
行
い
も
良
く
天
気

は
快
晴
！

　
試
合
は
、天
下
統
一
杯
32
チ
ー

ム
、天
下
泰
平
杯
32
チ
ー
ム
に
分

か
れ
８
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。参
加
登
録
人
数

は
総
勢
１
０
０
０
名
を
越
え
ま

し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
人
が
久
々
の

サ
ッ
カ
ー
と
い
う
事
も
あ
り
、体

が
つ
い
て
き
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
ま
し
た
が
、久
々
に
若
い
頃

Ｙ
Ｅ
Ｇ
夏
季
親
睦
例
会

Ｏ
Ｂ・
メ
ン
バ
ー
間
の
親
睦
を
深
め
る

■滋賀県版「故郷の新しい風会議」
　9月5日（金）18時30分開始
　於：ピアザ淡海  滋賀県立県民交流センター

■ジュニアエコノミーカレッジセミナー
　9月28日（日）13時開会
　於：大学サテライト・プラザ彦根

■県青連北地区提案公募型事業
　9月29日（月）18時開会
　講演テーマ
     「強靭な組織を社員一丸となって作り上げる！」
　講師：後藤 敬一氏
    （滋賀ダイハツ販売㈱代表取締役社長）
　於：マリアージュ彦根

■会員の慶弔に関する情報は事務局まで
　お知らせください。

交
通
運
輸
部
会 

幹
事
会

　
薗 

磯
次
部
会
長

　
７
月
２８
日 

当
所
に
て
開
催

■
副
部
会
長
の
選
任・部
会
活
動・行
政
への

　

要
望
事
項・会
員
増
強
につい
て　

化
学
工
業
部
会 

幹
事
会

　
田
中 

暢
太
佳
部
会
長

　
８
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

■
部
会
活
動・行
政
への
要
望
事
項・会
員
増

　

強
につい
て　

繊
維
工
業
部
会 

幹
事
会

　
森
田 

一 

夫
部
会
長

　
８
月
１８
日　
当
所
に
て
開
催

■
部
会
活
動
・
行
政
へ
の
要
望
事
項
・
会
員

　

増
強
に
つ
い
て　

第
６
回 

城
フ
ェ
ス
in
彦
根

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
中
川 

哲
委
員
長

　
８
月
２１
日　
当
所
に
て
開
催

■
事
業
計
画
案・募
集・広
報
に
つ
い
て

第
７
回 

業
務
革
新
委
員
会

　
清
水 

克
己
委
員
長

　
８
月
22
日　
当
所
に
て
開
催

■
会
員
ニ
ー
ズ
調
査
報
告
書
・ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

第
３
回 

集
客
戦
略
推
進
委
員
会

　
木
村 

泰
造
委
員
長

　
８
月
２５
日　
当
所
に
て
開
催

■
彦
根
市
に
お
け
る
集
客
戦
略
・
今
後
の

　

進
め
方
に
つ
い
て

Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根（
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会
）

三
水
会
と
の
合
同
納
涼
例
会

　
８
月
25
日

　
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

　
に
て
開
催

会
議 

開
催
報
告

彦
根
の
夏
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
終
了

● 

彦
根
七
夕
ま
つ
り

　
８
月
３
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、市
内

商
店
街
は
、七
夕
ま
つ
り
の
吹
流
し
装
飾

で
彩
ら
れ
ま
し
た
。中
央
商
店
街
で
は
、

園
児
・
児
童
に
よ
る
願
い
事
短
冊
や
手
作

り
の
七
夕
飾
り
で
彩
ら
れ
た
70
本
の
笹
飾

り
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
月
３
日
に
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中
の
商
店
街
に

て
、「
七
夕
ま
つ
り
子
ど
も
広
場
」の
５
つ

の
イ
ベ
ン
ト
や
、滋
賀
中
央
信
用
金
庫
の

合
併
10
周
年
を
記
念
し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
点
灯
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

● 

彦
根
大
花
火
大
会

　
８
月
１
日
、松
原
水
泳
場
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。花
火
が
次
々
と
打
ち
上
げ
ら

れ
、光
と
音
の
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

▶女性会による新調彦根ばやしの披露 ▶小出会頭を先頭とした会議所連

▶彦根ゆかたまつり大抽選会▶夢京橋キャッスルロードライトアップ

● 

ひ
こ
ね
万
灯
流
し

　
８
月
６
日
、芹
川
河
川
敷
に
て
数
千
の

灯
籠
を
流
し
、先
祖
へ
の
感
謝
と
自
然
の

恵
み
に
感
謝
す
る
行
事
と
し
て
開
催
さ

れ
、大
抽
選
会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

● 

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

　
８
月
８
日
、銀
座
・
中
央
・
登
り
町
グ

リ
ー
ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本
通
り

商
店
街
一
帯
に
て
、企
業
や
各
種
団
体
等

29
団
体
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
内
容
と
し

て
、第
１
部
で
市
内
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能

お
ど
り
や
、当
所
女
性
会
等
に
よ
る
新
調

彦
根
ば
や
し
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。第
２

部
は
、雨
の
合
間
に
短
縮
し
て
踊
り
が
行

わ
れ
、当
所
も
役
員
・
議
員
等
の
連
、き
ら

び
や
か
な
青
い
衣
装
の
女
性
会
連
、法
被

姿
の
青
年
部
連
の
総
勢
約
１
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
彦
根
の
夏
の
風
物
詩「
彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り
」並
び
に「
彦
根
七
夕
ま

つ
り
」を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
夏
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▶吹流しと笹飾り

■ご当地キャラクターステージショー
　中央商店街にて、ひこにゃんら彦根の
人気キャラクター達が勢揃いしました。

■スタンプラリー＆ガラポン
　４つの商店街を巡るスタンプラリー
とガラポン抽選会を組み合わせたイ
ベントが、銀座商店街を中心に開催さ
れました。

■イザ！カエルキャラバン
　中央商店街にて、親子で防災を学べる
イベントを開催。子どもたちがおもちゃ
を持ち寄って「かえっこ」をしたり、消火
器体験等の防災ゲームに参加しました。

■わーくメッセ
　リバーサイド橋本通り商店街にて、
子どもたちが花屋さんやカクテル作
り等の職業体験を通じて社会のしく
みを学ぶイベントを開催しました。

■ぬりえ・お面作り
　登り町グリーン通り商店街にて、
「ひこにゃん」等のぬりえをお面にす
るコーナーが開設されました。

「七夕まつり子ども広場」

青年部事業所紹介

まいどおおきに

を
思
い
出
し
、楽
し
く
一
つ
の

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
事
が
出

来
ま
し
た
。た
だ
、後
日
は
ご
想

像
の
通
り
、体
が
筋
肉
痛
で

…
…

。

　
い
つ
も
は
体
を
動
か
し
て
お

ら
れ
な
い
方
も
多
い
の
で
、た
ま

に
は
何
も
考
え
ず
体
を
動
か
し

汗
を
か
い
て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
事
は
大
切
で
す
ね
！

　
来
年
は
、鹿
児
島
大
会
で
す
。

参
加
し
て
み
た
い
方
、経
験
者
、

未
経
験
者
問
わ
な
い
の
で
、一
緒

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

 

㈱
川
地
工
務
店　
川
地 

将
人

青年部伝言板

　弊社は様々な「情報」や「人の想い」を正しく、
上手く、感動的に「伝達・発信・記録」すること
をモットーに、印刷物の企画・デザイン・印刷
はもちろん、ホームページ制作やＷＥＢシステ
ム開発などお客様の課題解決をお手伝いしま
す。
　また琵琶湖を有する滋賀県に拠点を置く企
業として、環境問題への取り組みは使命と捉え
ています。再生紙の推進はもちろん、寄付金付
き印刷用紙「びわこ環境ペーパー」や植物由来
の油を使用した「ベジタブルオイルインキ」の
使用、温室効果ガス排出権付水なし印刷「グ
リーンアイ」など、用紙から印刷までトータル
で環境に配慮した取り組みを実践しています。
どうぞ宜しくお願いします。

　当店は、からあげの聖地・大分県中津市のか
らあげ専門店「ぶんごや」の分家として、彦根
市戸賀町に2013年10月にオープンいたしま
した。
　当店のからあげは安心安全な国産の生の
鶏肉を使用しています。１ケ月以上熟成させ
た特製しょうゆダレで一晩漬け込んだ鶏の
からあげは噛んだ瞬間にじゅわ～っと肉汁
が溢れだします。ぜひ一度ご賞味ください。
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彦
根
で
紙
問
屋
布
喜
を
営
む

先
代
喜
八
の
長
男
と
し
て
明
治

16
年(

１
８
８
３)

に
生
ま
れ
、

後
に
喜
八
を
襲
名
し
ま
し
た
。

大
正
３
年(

１
９
１
４)

１
月
か

ら
昭
和
８
年(

１
９
３
３)

９
月

ま
で
百
三
十
三
銀
行
の
取
締
役

を
務
め
た
ほ
か
、昭
和
３
年(

１

９
２
８)

に
彦
根
町
長
の
平
塚

分
四
郎
と
と
も
に
尽
力
し
て
湖

東
汽
船
株
式
会
社
を
設
立
し
初

代
社
長
を
務
め
ま
し
た
。
経
済

団
体
で
も
活
躍
し
、彦
根
商
工

会
議
所
会
頭
に
は
、昭
和
14
年

(

１
９
３
９)

８
月
〜
10
月
、昭

和
16
年(

１
９
４
１)

11
月
〜
昭

和
18
年(

１
９
４
３)

３
月
、昭

和
22
年(

１
９
４
７)

２
月
〜
７

月
と
３
回
就
任
し
て
い
ま
す
。

活
躍
は
政
治
の
分
野
に
も
及

び
、昭
和
22
年
４
月
か
ら
７
月

ま
で
、第
５
代
彦
根
市
長（
彦
根

市
で
最
初
の
公
選
市
長
）を
務

め
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
参
考『
彦
根
市
史
』下
冊
な
ど
）

　

旧
彦
根
藩
士
族
出
身
で
、福

岡
県
警
部
長
等
を
経
て
明
治
25

年（
１
８
９
２
）11
月
か
ら
明
治

29
年（
１
８
９
６
）１
月
ま
で
第

３
代
の
彦
根
町
長
を
務
め
ま
し

た
。
ま
た
、明
治
25
年
３
月
と
明

治
29
年
２
月
に
は
犬
上
郡
か
ら

滋
賀
県
会
議
員
に
選
出
さ
れ
、

副
議
長
や
議
長
に
も
就
任
し
て

い
ま
す
。
明
治
26
年（
１
８
９

３
）の
近
江
鉄
道
創
立
の
際
に

は
、旧
彦
根
藩
士
族
の
大
東
義

徹
や
西
村
捨
三
ら
と
と
も
に
創

立
発
起
人
の
一
人
に
名
を
連
ね

ま
し
た
。
明
治
27
年(

１
８
９

４)

設
立
の
彦
根
米
穀
取
引
所

の
開
設
に
尽
力
し
、同
取
引
所

の
初
代
理
事
長
に
も
就
任
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、明
治
20
年

(

１
８
８
７)

１
月
に
発
足
の
徴

兵
慰
労
会
で
あ
る
滋
賀
県
尚
武

義
会
の
彦
根
町
委
員
も
務
め
ま

し
た
。

（
参
考『
新
修
彦
根
市
史
』第
３
巻
・
第
12

巻
な
ど
）

彦根経済を創った事業と人物史６ 彦根市教育委員会 歴史民俗資料室   井伊岳夫

安居 喜八林 好本

琵
琶
湖
で
レ
ジ
ャ
ー
を

　
彦
根
の
観
光
は
、彦
根
城
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
歴
史
や
文
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
然
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
ま
た
、大
き
な
魅
力

の
一
つ
で
す
。そ
の
な
か
で
も
、彦
根
市
の

西
側
に
広
が
る
日
本
最
大
の
湖
・
琵
琶
湖

は
、漁
業
や
船
に
よ
る
輸
送
だ
け
で
な
く
観

光
の
舞
台
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、お
よ
そ
高
度
経
済
成
長
期
頃
ま

で
に
時
期
を
し
ぼ
り
、琵
琶
湖
の
観
光
利
用

の
進
展
に
つ
い
て
、遊
覧
船
、水
泳
場
、レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン・保
養
施
設
と
い
う
三
つ
の

視
点
か
ら
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
古
く
か
ら
琵
琶
湖
は
船
に
よ
る
貨
客
の

輸
送
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。明
治
時
代
に
な
る
と
、旧
来
の
湖
上
運

輸
制
度
が
解
体
さ
れ
、汽
船
と
汽
船
会
社
が

次
々
と
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、同
業
者
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、

貨
客
の
争
奪
や
ス
ピ
ー
ド
競
争
と
い
っ
た

弊
害
が
生
ま
れ
事
故
も
起
こ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、滋
賀
県
は
事
態
を
改

善
す
る
た
め
、乱
立
す
る
汽
船
会
社
を
整

理・統
合
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。こ
う

し
て
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）に
創
立
さ

れ
た
の
が
太
湖
汽
船
会
社
で
、明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）に
創
立
さ
れ
た
湖
南
汽
船
会

社
と
と
も
に
琵
琶
湖
の
運
輸
は
ほ
ぼ
二
系

統
に
整
理・統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）七
月

に
は
東
海
道
線
が
県
内
を
全
通
し
ま
し
た
。

す
る
と
、貨
客
の
輸
送
は
鉄
道
へ
と
移
っ
て

い
き
ま
し
た
。こ
れ
に
と
も
な
い
、琵
琶
湖

を
航
行
す
る
船
は
、貨
客
輸
送
か
ら
観
光
へ

と
重
点
を
移
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
彦
根
で
は
、明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）七

月
に
開
港
し
た
長
曽
根
港
が
彦
根
の
湖
の

玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。明
治
四
十
三

年（
一
九
一
〇
）に
は
、西
部
鉄
道
管
理
局
と

太
湖
汽
船
会
社
と
の
共
同
に
よ
り
京
都
駅

な
ど
か
ら
竹
生
島・彦
根・石
山
へ
の
回
遊

券
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。彦
根
は
遊
覧
船
で

め
ぐ
る
観
光
地
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）十
一
月
に
は
彦

根
町
外
船
に
彦
根
港
が
開
港
し
て
琵
琶
湖

観
光
の
基
地
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。翌
年

に
は
、彦
根
港
か
ら
湖
西
地
方
に
向
か
う
航

路
開
設
を
目
指
し
て
安
居
喜
八
な
ど
が
奔

走
し
、湖
東
汽
船
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。同
社
で
は
竹
生
島
へ
の
遊
覧
船
を
運

航
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）に
は
、琵
琶
湖
鉄

道
汽
船（
太
湖
汽
船
の
後
身
）と
湖
南
汽
船

が
統
合
し
て
新
し
い
太
湖
汽
船
と
な
り
、湖

東
汽
船
は
太
湖
汽
船
の
関
連
会
社
と
な
り

ま
し
た
。太
湖
汽
船
は
昭
和
二
十
六
年（
一

九
五
一
）に
琵
琶
湖
汽
船
に
改
称
し
ま
す

が
、琵
琶
湖
汽
船
が
運
航
し
て
い
た
定
期
遊

覧
船
に
は
彦
根
港
を
発
着
す
る
コ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
四
年（
一
九
六
九
）に
で
き
た

現
在
の
彦
根
港（
彦
根
市
松
原
町
）の
観
光

船
乗
り
場
は
、オ
ー
ミ
マ
リ
ン
の
観
光
船
等

が
利
用
し
て
い
ま
す
。オ
ー
ミ
マ
リ
ン
は
、

近
江
鉄
道
グ
ル
ー
プ
の
琵
琶
湖
観
光
船
と

し
て
竹
生
島
や
多
景
島
へ
の
定
期
観
光
船

を
運
航
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、遊
覧
や
観
光
以
外
の
船
に
よ
る
レ

ジ
ャ
ー
に
ヨ
ッ
ト
の
帆
走
が
あ
り
、長
曽
根

湖
畔
は
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
彦
根
市
域
に
お
い
て
昭
和
四
十

年
代
に
は
、松
原・長
曽
根・柳
川・新
海
浜

の
四
つ
の
水
泳
場
が
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
、昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）に
長
曽
根

水
泳
場
が
水
質
汚
濁
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
る

な
ど
、現
在
、彦
根
市
で
開
設
さ
れ
る
水
泳

場
は
松
原
水
泳
場
と
新
海
浜
水
泳
場
の

二
ヵ
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
原
町
の
琵
琶
湖
岸
は
、「
千
々
の
松
原
」

と
い
わ
れ
る
景
勝
地
で
し
た
。ま
た
、遠
浅

の
理
想
的
な
水
泳
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

『
彦
根
市
勢
要
覧
』の
昭
和
三
十
八
年（
一
九

六
三
）版
で
は
、松
原
の
市
営
彦
根
水
泳
場

は
、「
琵
琶
湖
第
一
の
水
泳
場
と
し
て
古
く

か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、近
年
京
阪

神
、中
京
、北
陸
か
ら
の
遊
泳
客
が
激
増
し

て
い
る
」と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
原
に
水
泳
場
と
し
て
の
施
設
が
整
備

さ
れ
た
の
は
、昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
す
。昭
和
六
年（
一
九
三
一
）、犬
上
郡
松

原
村
の
村
会
は
、脱
衣
所
や
休
憩
所
な
ど
水

泳
場
に
必
要
な
設
備
を
つ
く
る
た
め
の
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
三
年

後
の
夏
に
は
、七
月
七
日
か
ら
の
水
泳
場
開

き
を
目
前
に
し
て
十
数
軒
の
店
や
休
憩
所

が
並
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
新
聞
に
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
代
の
新
聞
報
道
な
ど
に
よ

る
と
、松
原
水
泳
場
に
は
飛
行
塔
や
子
ど

も
電
車
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

貸
し
ボ
ー
ト
も
あ
り
、多
く
の
人
び
と
が
水

辺
で
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
一
方
、新
海
浜
も
ま
た
白
い
砂
浜
が
続
く

遠
浅
の
浜
で
、昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）

に
は
稲
枝
町
営
の
水
泳
場
と
し
て
発
展
し
、

近
江
鉄
道
バ
ス
が
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。京
阪
神
や
中
京
方
面
か
ら
も
多

く
の
水
泳
客
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、琵
琶
湖
の
水
泳
場
は
、レ

ジ
ャ
ー
に
使
わ
れ
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。市
内
の
各
学
校
に
プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
は
、多
く
の
学
校
で
は
松
原・長
曽

根・柳
川
な
ど
の
琵
琶
湖
岸
の
浜
で
水
泳
練

習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
城
東
小
学

校
で
は
、明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）八
月

一
日
に
第
一
回
水
泳
練
習
開
会
式
が
行
わ

れ
、以
後
昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）に
プ
ー

ル
が
で
き
る
ま
で
、毎
年
長
曽
根
や
松
原
の

水
泳
場
で
水
泳
練
習
が
行
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　
現
在
の
彦
根
市
域
で
は
、昭
和
三
十
年
代

か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、琵
琶
湖
岸
や
港

の
隣
接
地
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
保
養

の
た
め
の
施
設
が
い
く
つ
も
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。

　
昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）八
月
に
は

彦
根
市
が
厚
生
年
金
の
還
元
融
資
を
受
け

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
、国
民

宿
舎
湖
城
荘
が
松
原
町
の
琵
琶
湖
岸
に
開

業
し
ま
し
た
。閑
静
で
環
境
も
よ
く
、し
か

も
料
金
が
安
く
気
軽
に
利
用
で
き
る
た
め

好
評
を
博
し
ま
し
た
。こ
の
施
設
の
周
辺

は
、釣
り
場
と
し
て
多
く
の
釣
り
人
が
訪

れ
、に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）十
月
に
は

「
レ
ジ
ャ
ー
の
殿
堂
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
松
原
町
彦
根
港
湾
前（
現
在
の
商
業

施
設
フ
レ
ス
ポ
彦
根
）に
彦
根
レ
ジ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
が
開
館
し
ま
し
た
。こ
の
彦
根
レ

ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、昭
和
四
十
三
年（
一

九
六
八
）に
近
江
鉄
道
に
よ
り
買
収
さ
れ
、

昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）に
は
同
セ
ン

タ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
湖
城
閣
を
改
装

し
近
江
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）に
営
業
の
免

状
が
出
さ
れ
、明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）

に
彦
根・愛
知
川
間
で
開
業
し
た
近
江
鉄
道

は
、鉄
道
以
外
に
も
様
々
な
事
業
を
手
が
け

て
い
き
ま
す
が
、観
光
事
業
も
そ
の
一
つ
で

あ
り
、ホ
テ
ル
も
経
営
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）に
は
、松
原

町
の
新
彦
根
港
の
埋
立
地
に
簡
易
保
険
保

養
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。昭
和
四
十
五
年
三
月
に
は
こ
の

完
成
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、稲
枝

地
域
に
お
い
て
も
昭
和
四
十
四
年（
一
九
六

九
）五
月
に
は
、国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
新
海

荘
と
柳
川
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
営
業
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）七

月
に
、湖
城
荘
近
く
の
琵
琶
湖
岸
に
彦
根
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
開
業
し
ま
し
た
。そ
れ
と

入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、翌
年
九
月
に
は
湖
城

荘
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

（
参
考
文
献『
新
修
彦
根
市
史
』第
三
巻・第
十
二
巻
、『
彦

根
市
史
』下
冊
、『
近
代
の
滋
賀
』な
ど
）

▶飛行塔から見た松原水泳場 昭和40年（1965）8月。 写真：彦根市教育委員会事務局文化財部文化財課（渋谷博氏撮影）

▶旧彦根港と彦根レジャーセンター  昭和42年（1967）。
　写真：彦根市教育委員会事務局文化財部文化財課（渋谷博氏撮影）
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「ものづくり塾・改善入門コース」

　
も
の
づ
く
り（
製
造
業
）の
現
場
に
お
い
て

「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」「
生
産
性
の
向
上
」と
い
う

課
題
は
常
に
意
識
さ
れ
、改
善
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、今
尚
、頻
繁
な
要
求
が
成

さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
当
所
ひ
こ
ね
も
の
づ
く
り
支
援
室
の
室
長

の
小
松
照
明
は
、「
平
成
24
年
６
月
に
室
長
に

就
任
し
て
以
来
、市
内
の
企
業
を
回
り
な
が

ら
感
じ
た
こ
と
は
、生
産
性
の
向
上
を
唱
い

な
が
ら
、原
理
原
則
的
な
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

も
の
づ
く
り
に
は
過
去
の
経
験
に
基
づ
い
た

検
知
は
必
要
で
す
が
、そ
れ
が
場
当
た
り
的

に
なって
は
い
け
ま
せ
ん
。も
の
づ
く
り
に
は
、

理
論
・
理
屈
が
あ
り
ま
す
。も
う
一
度
も
の

づ
く
り
の
原
点
を
学
ぶ
機
会
と
場
を
設
け
る

こ
と
が
、『
現
場
キ
ー
マ
ン
の
育
成
』と『
現
場

も
の
づ
く
り
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
』の
近
道
だ

と
、平
成
25
年
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が『
も
の
づ
く
り
塾
』で
す
」と
、塾
開
講
の

背
景
に
つ
い
て
話
す
。

　
そ
し
て
今
ま
で
講
義
に
終
始
し
て
い
た

「
も
の
づ
く
り
塾
」に
、今
期
は「
他
社
に
学
ぶ

力
」を
獲
得
す
る
た
め
、先
進
的
な
現
場
で

研
修
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
新
し
く
設
け
ら

れ
た
。

　
「
も
の
づ
く
り
改
善
入
門
コ
ー
ス
」（
も
の

づ
く
り
塾
）は
、平
成
26
年
７
月
１
日
、８
日
、

16
日
に「
現
場
力
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
開
講

さ
れ
、基
本
的
な
現
場
管
理
の
方
法「
５
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け
）と

見
え
る
化
」に
つ
い
て
学
ん
だ
。そ
の
後
、も

の
づ
く
り
の
現
場
で
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　
先
進
的
工
場
と
し
て
モ
デ
ル
に
選
ば
れ
た

の
は
、株
式
会
社
森
田
電
器
工
業
所
だっ
た
。

電
気
製
品
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ（
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
高
品
質
の
組
立
）・
溶
着
・
印
刷
と
いっ
た

基
本
的
な
作
業
だ
け
で
な
く
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
な
ど
の
部
材
調
達
か
ら
最
終
検
査
・

梱
包
・
出
荷
ま
で
、一連
の
製
造
を
受
注
し
、

品
質
の
高
い
製
造
ラ
イ
ン
で
、多
品
種
・
小

ロッ
ト
の
需
要
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
て

い
る
企
業
で
あ
る
。

　
森
田
眞
人
社
長
は
、「
メ
イ
ド 

イ
ン 

ジ
ャ

パ
ン
だ
か
ら
で
き
る
高
品
質
な『
も
の
づ
く

り
』を
目
指
し
て
い
ま
す
。製
造
現
場
の
改

善
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち

は
常
に
持
って
い
ま
す
し
、弊
社
の
従
業
員
も

『
も
の
づ
く
り
塾
』に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。今
回
、塾
の
教
材
と
し
て
モ
デ
ル

に
選
ば
れ
た
こ
と
が
、従
業
員
の
皆
の
自
信

と
な
り
誇
り
と
な
る
こ
と
を
願
って
、お
受
け

し
ま
し
た
。大
企
業
の
お
金
を
か
け
た
設
備

で
は
な
く
、中
小
の
手
作
業
の
現
場
を
見
て

い
た
だ
く
こ
と
は
有
意
義
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、私
た
ち
と
は
違
っ
た
視
点
で
評
価
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
し

た
」と
研
修
を
受
け
入
れ
た
理
由
を
語
っ
た
。

実
際
、チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
使
っ
た
今
回
の
研

修
で
、思
い
も
し
な
か
っ
た
改
善
への
課
題
の

指
摘
を
受
け
た
と
い
う
。

　
「
も
の
づ
く
り
塾
」に
参
加
し
た
、製
造
部

製
造一
課
課
長
の
山
路
広
嗣
さ
ん
は
、「
現
場

は
一
見
す
る
と
キ
レ
イ
に
整
って
い
る
の
で
す

が
、チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
で
チ
ェッ
ク
し
て
い
く
と

出
来
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
判
り
ま
す
。受
講

す
る
こ
と
で
、再
確
認
し
な
が
ら
５
Ｓ
と
見
え

る
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　
管
理
部
課
長
の
北
村
善
隆
さ
ん
は「
研

修
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
５
Ｓ
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
か
、と
い
う
質

問
を
受
け
ま
し
た
。実
際
に
は
そ
の
場
、そ

の
時
々
の
取
り
組
み
で
し
た
か
ら
、今
後
、自

分
た
ち
で
考
え
て
計
画
を
す
る
こ
と
が
５
Ｓ

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
必
要
だ
と
思
い

ま
し
た
」と
、そ
れ
ぞ
れ
受
講
の
感
想
を
話

し
て
く
れ
た
。

　
「
ひ
こ
ね
も
の
づ
く
り
支
援
室
」で
は
、今

後
２
回
の『
も
の
づ
く
り
塾
』を
計
画
し
て
い

る
。製
造
業
の
現
場
の
管
理
者
が
対
象
だ
が
、

５
Ｓ
と
見
え
る
化
は
、製
造
業
に
限
ら
ず
現

場
管
理
に
共
通
す
る
課
題
で
も
あ
る
。他
業

種
か
ら
の
参
加
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
。

　
支
援
室
は
、彦
根
の
中
小
企
業
に
共
通
し

た
課
題
を
設
定
し
、そ
の
解
決
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
の
開

催
の
他
、も
の
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
提
供
、

専
門
家
派
遣
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、省
エ
ネ

活
動
支
援
、グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
へ
の
情
報
提

供
お
よ
び
支
援
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
を
遠
慮

な
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
の
問
い
合
わ

せ
こ
そ
、彦
根
の
課
題
で
あ
り
、そ
の
解
決
が

地
元
の
中
小
企
業
の
発
展
に
直
結
し
て
い
る

の
だ
と
信
じ
て
い
る
。

不易流行 1415  彦根商工会議所通信

取材協力 : 株式会社森田電器工業所（森田眞人社長）
                     〒522-0201彦根市高宮町１３９５　TEL.0749-22-6090

ひこねものづくり支援室
■
目
的

「
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
」は
、職
業
経
験
の
不
足
な

ど
か
ら
就
職
が
困
難
な
求
職
者
を
原
則
３
カ

月
間
の
試
行
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
適

性
や
能
力
を
見
極
め
、常
用
雇
用
への
移
行
の

き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

■
支
給
金
額

対
象
者
１
人
当
た
り
、月
額
最
大
４
万
円（
最

長
３
カ
月
間
）

事
前
に
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
求
人
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、地
方
運
輸
局
、職
業
紹
介
事
業
者※

に
提

出
し
、こ
れ
ら
の
紹
介
に
よ
り
、対
象
者
を
原
則

３
カ
月
の
有
期
雇
用
で
雇
い
入
れ
、一定
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
に
、奨
励
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
 

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
の
取
扱
い
を
行

う
に
当
たって
、雇
用
関
係
給
付
金
の
取
扱
い
に

係
る
同
意
書
を
労
働
局
に
提
出
し
て
い
る
職
業

紹
介
事
業
者

■
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し
た
上
で
、

紹
介
日
に
本
人
が
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
希
望
し

た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

紹
介
日
時
点
で
、就
労
経
験
の
な
い
職
業
に

就
く
こ
と
を
希
望
す
る

② 

紹
介
日
時
点
で
、学
校
卒
業
後
３
年
以
内

で
、卒
業
後
、安
定
し
た
職
業※

１
に
就
い
て
い

な
い

③ 

紹
介
日
の
前
日
か
ら
過
去
２
年
以
内
に
、２

回
以
上
離
職
や
転
職
を
繰
り
返
し
て
い
る

④ 

紹
介
日
の
前
日
時
点
で
、離
職
し
て
い
る
期

間
が
１
年
を
超
え
て
い
る※

２

⑤ 

妊
娠
、出
産
・
育
児
を
理
由
に
離
職
し
、紹

介
日
の
前
日
時
点
で
、安
定
し
た
職
業
に
就
い

て
い
な
い
期
間
が
１
年
を
超
え
て
い
る

⑥ 

就
職
の
援
助
を
行
う
に
当
た
って
、特
別
な

配
慮
を
要
す
る※

３

※

１ 

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結

し
、１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
通
常
の
労
働

者
の
所
定
労
働
時
間
と
同
等
で
あ
る
こ
と

※

２ 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、一切

の
就
労
を
し
て
い
な
い
こ
と

※

３ 

生
活
保
護
受
給
者
、母
子
家
庭
の
母
等
、

父
子
家
庭
の
父
、日
雇
労
働
者
、季
節
労
働
者
、

中
国
残
留
邦
人
等
永
住
帰
国
者
、ホ
ー
ム
レ

ス
、住
居
喪
失
不
安
定
就
労
者

■
支
給
対
象
事
業
主

詳
細
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
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補助金情報 ご相談は彦根商工会議所まで  TEL.0749-22-4551

NAVI
珠算能力・暗算・段位認定
日　時　平成26年１０月２６日（日）
　　　　午前９時～（珠算・段位認定）
　　　　午前１０時～（暗算）
場　所　彦根商工会議所
受験料　１級 ２，１００円・２級 １，５７０円
　　　　３級 １，３６０円・４～６級 ９４０円
　　　　７～ 10級 ８４０円
          〔暗算〕１～１０級　８４０円
          〔段位〕２，６２０円
※ただし、珠算のみ受験は２，２６０円、暗算のみ受験は１，１３０円

申込方法
いずれも８月18日（月）～９月25日（木）までに
受験料を添えて当所まで（受付：平日８時30分
～17時15分）

検定試験
お問い合せ TEL. 22-４５５１（検定担当）

福祉住環境コーディネーター２・３級

環境社会検定（eco検定）

日　時　平成26年11月23日（日）
　　　　3級 午前10時～
　　　　2級午後１時30分～
場　所　彦根商工会議所
受験料　２級6,480円・３級4,320円

日　時　平成26年12月14日（日）
            午後1時30分～
場　所　彦根商工会議所
受験料　5,400円

申込期間　9月9日（火）～10月10日（金）
〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
TEL.03-3989-0777（平日午前10時～午後６時）

申込期間　9月30日（火）～10月31日（金）
〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
TEL.03-3989-0777（平日午前10時～午後６時）

職
業
経
験
、技
能
、知
識
の
不
足
な
ど
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
求
職
者
を
試
行
的
に
雇
用
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金

労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

しがちゅうしんビジネスマッチングフェア
商工会議所企画セミナーのご案内

公開討論会「地域の活性化を目指して」 
進行：滋賀中央信用金庫  沼尾 護 氏／ゲスト：近江八幡商工会議
所会頭  秋村 田津夫氏・ 滋賀県中小企業家同友会代表理事 蔭山 
孝夫氏・彦根商工会議所会頭 小出 英樹氏

新規事業立上げとマーケティング 
内容：販路開拓コーディネート事業、販路開拓の進め方、先進事例
講師：中小機構近畿  販路開拓チーフアドバイザー  石川 憲昭氏
　　  （アイマーケ（株）代表取締役）

知って得する「滋賀県産業支援プラザの事業紹介」 
内容：よろづ支援相談事業、商圏マップの活用、補助金事業について
講師：（公財）滋賀県産業支援プラザ

高精度映像バーチャルリアリティ「絢爛 安土城」上映と解説
一見の価値有り!! 壮大な安土城下を再現。  
講師：近江八幡市文化観光課

場　所　「ホテルニューオウミ２Ｆあづちの間」（近江八幡市鷹飼町1481）
参加費　無料（事前登録が必要です）
お申込み・問合せ先
彦根商工会議所　　　        tel.0749-22-4551  fax.0749-26-2730
近江八幡商工会議所　        tel.0748-33-4141  fax.0748-32-0765
滋賀中央信用金庫営業推進部　tel.0748-34-7812  fax.0748-34-7821

９/11（木）
 11：00～12：00

９/11（木）
 14：00～15：00

９/12（金）
 14：00～15：00

９/12（金）
 10：30～11：30

しがちゅうしんビジネスマッチングフェア商売繁盛創設所において、当所と近江八幡
商工会議所が連携して次のセミナー等を開催しますので、奮ってご参加ください。

■
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
彦
根

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
４
９-

２
２-

２
５
０
０



不易流行 1617 彦根商工会議所通信
※次回は、「各種経営相談」「融資のあっせん・紹介」「女性会・青年部」の集計結果について掲載する予定です。

当所では、ホームページを開設していますが、ご覧いただいた
ことはありますか。

当所のホームページで、今後どのようなサービスが受けられる
と良いと思われますか。

　「見ていない」が69％。ご覧いただけるよう周知しなければならないと痛感し、また「見ている」方々のニーズも多岐にわたっております。
当所におきましては、様々なご意見・ご要望を頂戴しましたので、8月12日よりホームページを一新致しました。
　また、メールマガジンの登録を随時募集しております。是非、アクセスをお願いします。 http://www.hikone-cci.or.jp/

5．検定試験
当所では、日商簿記・販売士・パソコン等の各種検定試験を実
施していますが、ご存じですか。

今後、貴社の従業員の技能向上として活用したいと思われる検
定試験はありますか。

　当所主催の検定試験は、「知っている」が82％と認知度は非常に高く、「今後、従業員の技能向上に活用したい検定は」との問いには、「簿記検定」
「日商PC検定」が45％を占め、基本的な技能の向上をお考えの方が多いことが分かりました。
　今後、検定試験へのチャレンジが増えるよう受験対策講座等を開催していきます。

　会員は入会登録後、業種・業態に基づき「部会」に所属いただきます。当所事業の基本は「部会活動」です。部会活動への参加状況の結果は、
「まったく参加していない」「ほとんど参加していない」が80％を占め、参加していない理由は「参加したいが、日時が合わない」が55％を占めて
います。部会事業に期待される意見として、「相互の親睦・交流会」が41％を占めています。
　今後、部会活動の企画立案を根本的に見直し、会員の声に応えられる事業を推進していきます。

当所では、会員の皆様に会議所だより(毎
月発刊)をお送りしていますが、ご覧いた
だいていますか。

「毎月欠かさず見ている」「ときどき見てい
る」とご回答いただいた方にお聞きします。
どのコーナーをご覧いただいていますか。

会議所だよりで今後どのような情報が
得られると良いと思われますか。（複数回
答可）

3．部会活動
当所では、業種ごとに11部会を設け、それぞ
れ部会活動（視察研修会・懇談会等）を開催し
ていますが、参加されたことはありますか。

「ほとんど参加していない」「まったく参加し
ていない」とご回答いただいた方にお聞きし
ます。参加されない理由は何でしょうか。

部会活動によりご参加いただくために、
どのような事業があれば良いと思われま
すか。

　会員割引にてご参加いただく講習会・研修会は、当所事業の重要な施策で、商工会議所会館に来所いただく価値ある事業です。結果は、「まった
く参加していない」「ほとんど参加していない」が72％を占め、参加していない理由は「参加したいが日時が合わない」が63％を占めています。
希望されるカリキュラムも、多岐にわたっています。
　今後、講習会・セミナーの開催は、日時・内容に十二分に配慮し企画してまいります。

4．講習会・セミナー
当所では、各種講習会・セミナーを開催
していますが、参加されたことはありま
すか。

「ほとんど参加していない」「まったく参加し
ていない」とご回答いただいた方にお聞き
します。参加されない理由は何でしょうか。

よりご参加いただくために、どのような
講習会･セミナーあれば良いと思われま
すか。

　今月号は、718号を発刊しましたが、上記のとおり「毎月欠かさず見ている」「ときどきみている」が95％を占めています。ご覧いただいている
コーナーは、「会議所の動き」が34％、「経済空模様」が20％の順でした。さらに、「どのような情報が得られると良いと思われますか」との問いに
は、「よりタイムリーな地域・経済の動き」が37％、「国・県・市の支援策に関する情報」が22％の順でした。
　また、会員の声として、「諸情報・知識が得られありがたい。」「他の市町の活動や企業取材や娯楽のページがあれば」等のご意見を頂戴しました。
　会議所だよりは、本年４月号よりＡ4版フルカラーの「不易流行」に一新しました。親しまれ読んでいただける紙面作りができるよう更なる
ご意見・ご要望をお待ちしております。

見ていない5%

ときどき見ている
36%

毎月欠かさず見ている59%

その他
3%

青年部通信
　　12%

特集記事
　14％

連載
18％ 経済空模様

　20％

会議所の動き
　34%

その他1％
各種統計調査の結果
　　　9％

会員事業所ニュース・
トピックス13％

当所が開催する
各種事業の告知・
募集記事
　18％

国・県・市の支援策に
　　関する情報
　　　22％

よりタイムリーな地域・
　　経済の動き
　　　37％

よく見ている2％

ときどき見ている
　　29％

その他2％Facebookの活用 3％

メールマガジンの配信 3%

当所会員事業所の検索 11%

関係機関からの各種案内 16%

地域のイベント情報23％

見ていない
　　69％

国・県・市等の支援情報 16%

当所からの各種案内 21%

いつも参加している
　　　　6％

ときどき参加している
　　　　14％

ほとんど参加していない
　　　　24％

まったく参加していない
　　　　56％

　14％

（業務多忙のため、活動内容が分からない等）

行政等との懇談会
　　　18％

視察研修会
　　27％

会員相互の親睦、交流会
　　　　41％

ほとんど参加していない
　　　　30％

ときどき参加している
　　　　28％

まったく参加していない
　　　　42％

参加するのが煩わしい
　　　13％

参加するのが煩わしい
　　　18％

テーマが魅力的でない
　　　11％

魅力的な事業がない
　　　7％

その他
13％

その他 20％

参加したいけど、日や
時間帯などが合わない
　　　63％

参加したいけど、日や
時間帯などが合わない
　　　55％

その他
　5％

財務
10％

法務
9％

IT
10％

税務
13％ 経営革新

　13％

営業
19％

経営全般
　21％

知っている82％

知らなかった18％

珠算・暗算・段位
　　　1％

福祉住環境コーディネーター
　　　　　10％

環境社会
　11％

販売士
 12％

日商PC
　16％

その他
20％

簿記
29％

1．会議所だより

2．ホームページ

（事業所規模別の交流会、次世代育成の勉強会等）
その他

会員ニーズ調査結果報告
　彦根商工会議所業務革新委員会（委員長：清水克己氏）は、会員事業所の率直なご意見・ご要望をお聞きす
ることと、当所事業等を見直すことを目的に会員ニーズ調査を実施致しました。
　ご回答いただきました会員事業所の皆様には、ご多忙中にもかか
わりませず、快くご記入・ご回答賜りお礼申し上げます。
　ここでは、集計結果の概要を２回に分けて掲載します。今回は、
「会議所だより」「ホームページ」「部会活動」「講習会・セミナー」
「検定試験」の５項目を掲載します。

会員ニーズ調査
１．実施期間→平成26年3月～7月
２．調査対象先→1,537事業所（全会員）
３．調査回収事業所→934事業所
４．回収率→60.76％

　彦根商工会議所業務革新委員会
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9 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
テーマ展「武家の祝い
～彦根藩の祝賀行事～」
▶開催中～９／３０（火）
　８：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）

彦根藩では、新年や藩主国入りなどの
吉事に際し、藩を挙げての祝賀行事を
行っていました。藩主と藩士の対面、祝
儀品の下賜といった事例から、武士社会
の祝儀について明らかにします。

彦根城博物館 TEL.22-6100

玄宮園で虫の音を
聞く会
▶９／６（土）～９／２１（日）
　１８：３０～２１：００（入場は２０：３０まで）
▶名勝玄宮園
ライトアップされた幻想的な園内で国
宝の天守を仰ぎながら、『日本の音風
景百選』に選ばれている虫の音色と秋
の風情をお楽しみください。

（公社）彦根観光協会TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

彦根城ライトアップ
　　 ひこね夢灯路
▶９／６（土）～１２／７（日）
　１８：００～２１：００
▶彦根城周辺
夜の静寂のなかに浮かび上がる彦根
城天守や内堀の石垣、佐和口多聞櫓な
どの歴史的景観を、芸術的な空間に創
造する。紅葉と共に、浮かび上がる昼
とは違う彦根城の魅力をお楽しみあ
れ。（１７時以降は城内への入場不可）

（公社）（公社）（ 彦根観光協会TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

星空映画祭
▶９／７（日）１９：００～
  （雨天順延９／１５（月・祝））
星空の下で映画鑑賞。
上映作品：『シコふんじゃった』
卒業のための単位と引き換えに、廃部

寸前の弱小相撲部に入ることになった
大学生の奮闘をコミカルに描いたコメ
ディ映画。ブルーリボン賞作品賞なら
びに日本アカデミー賞最優秀作品賞受
賞作品。主演：本木雅弘・清水美砂・
竹中直人

四番町ダイニング前広場
四番町スクエア（協） TEL.２６-１２３６

映画「柘榴坂の仇討」
滋賀県先行ロードショー

▶９／１３（土）～
全国ロードショー（９／２０～）に先
駆けて上映。特別鑑賞券を当所に
て1,100円で販売中。

彦根ビバシティシネマ
ＴＥＬ.２６-１００２

花しょうぶ通り
ナイトバザール
▶9／13(土）17：00～
　（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店

“１００円で買える幸せ”恒例のナイト
バザール

花しょうぶ通り商店街(振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

彦根城夜楽
～彦根３５万石の夜景～
▶９／１４（日）１８：３０～２２：３０
▶彦根城一帯
従来、大晦日に少人数が登れるだけで
あった夜の彦根城を、城フェスイベント

● 全業種向け業績向上・消費税転嫁対策セミナー ● 販売力強化セミナー

日　時  10月16日（木）14：00～16：00・場所  彦根商工会議所 会議室
受講料  当所会員  無料  ・  非会員  3,000円
定　員  30名（定員になり次第、締め切ります）

日　時  11月13日（木）13：30～16：00・場所  彦根商工会議所 会議室
受講料  当所会員  無料  ・  非会員  3,000円
定　員  30名（定員になり次第、締め切ります）

申込み・問合せ　彦根商工会議所　TEL.22-4551　FAX.26-2730  http://www.hikone-cci.or.jp

今、色のもつ効果と人の心理を上手く活用した「色彩心理」が中小
企業の業績回復の切り札として注目されています。色には、お客
様の視覚から感情に訴え、行動を促す力があります。「増税の影響
でモノが売れない」「お客様が来ない」とお悩みの方にヒント満載
の講座です。３年間で200軒以上のお店を行列店に変えた驚異の
実績を持つ講師が事例を交えながら「色彩集客術」について解説
します。

繁盛店が実践している

効果的な色彩活用の集客術
色には人の心を動かす力がある！
業種問わず、規模の大小に関わらず役に立つ！
色を変えただけで売上アップの実例に学ぶ

講師
（株）ローズ・ウェッジ
代表取締役 うえたさより 氏

講座内容（予定）
■今日から劇的に変わる！
　集客のためのアプローチ
■会社が変わる！「色の力と効果」
　その実践法
■できる会社の「集客」の
　工夫に学ぶ　など

超簡単！スマホで出来る
YouTube 動画活用で

売上を劇的に伸ばす方法
厳しい時代を勝ち抜く販促ツールとしてＳＮＳ（ソーシャ
ル・ネットワーク・サービス）を活用するのが有利とお考え
の方も多いと思います。そこで今回は、YouTube動画活用
戦略を学びます。「YouTube動画なんて難しそうだ」とお考
えの皆様にも解りやすく解説しますのでご安心下さい。講師
は中小企業を中心にコンサルティングをしている自称「出世
払い専門コンサルタント」の菅谷信一氏。著書はアマゾン総
合ランキングで１位、ＩＴ部門で１位を獲得しています。

講　師
（株）アームズ・エディション
代表取締役　菅谷 信一氏
講座内容（予定）
●ソーシャルメディアによる動線構築法
●露出向上に有利なソーシャルメディア
　を理解する
●YouTubeの活用成功事例など

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金計画をたててお申込みください。

・常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業の場合は５人以下）の法人・個人事業主の方
・義務納税額（所得税・法人税・事業税・市県民税）を完納している方
・原則として市内で最近１年以上事業を行っており、事業所得の申告をしている方などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要 1.45％
平成26年８月25日現在

利率は？担保・保証人は？

不要です
融資限度額は？
2,000
万円

返済期間は？ 利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は
   事業計画策定等の条件が
   あります。

滋賀事務所 
〒520-0051 大津市梅林1-3-10  滋賀ビル６階

企業間の人材マッチングを支援しています
経済・産業団体、ハローワーク等と連携し、全国ネットを通じて、  人材の確保、従業員の再就職支援に努めています。

確かな実績と信頼 幅広いデータベース 相談等の費用は無料
昭和62年に経済・産業団
体と国の協力で設立された
公益財団法人です。

ハローワークや経済団体
などと連携し豊富な人材情
報を提供しています。

情報の提供、相談、あっせん
についての費用はかかりま
せん。

TEL.077-526-3991  FAX.077-526-2761
http://www.sangyokoyo.or.jp/

きて・みて・かんじる 音・楽・月・間　music month
小曽根 真  featuring No Name Horses 10th Anniversary Tour“Road”
▶９／１４（日） 開演16：00　開場15：30
▶ひこね市文化プラザ　グランドホール　全席指定　一般6,000円(税込)

世界的ジャズピアニスト・小曽根真が率いるスーパー・ビッグバンドの結成
10周年ツアー。最高のテクニック、エンターメント性溢れるステージをお楽
しみください。

ひこね市文化プラザチケットセンター TEL.27-5200  http://bunpla.jp

として日時限定で一般に公開します。
ライトアップされ白く輝く天守を間近
に見ていただき、彦根城下町35万石
の夜景をお楽しみください。 

（公社）彦根観光協会
ＴＥＬ.２３-０００１

彦根鉄砲隊 演武
▶９／１４（日）（雨天中止）
１回目１１：００～ ・２回目１２：００～

▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。

彦根商工会議所青年部古式銃研究会彦根商工会議所青年部古式銃研究会彦根商工会議所青年部古式銃研究
TEL.２２-４５５１
http://www.hikone-cci.or.jp

御城下惣発見
江戸時代の古地図を開くと、今まで気
付かなかった城下町の魅力が見えてき
ます。まち歩きで、城下町の隅々まで
惣発見してみませんか？
●伝馬町・川原町 惣発見 
　9月21日（日）10：00～12：00 
[集合場所] 彦根商工会議所前

●本町・魚屋町 惣発見
　10月18日（土）13：00～15：00
 　[集合場所] スミス記念堂前
各回　参加費500円、定員30名

　まち遺産ネットひこね
　TEL.090-3465-0910

ひこねで朝市
▶９／２１（日）８：００～１２：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、地酒、
醤油、パン、菓子、ミニカフェ、その他、
地産地消こだわりの品々が並びます！
ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-４４６１

模型で巡る日本の名城
▶１０／１（水）～１１／３０（日）
▶開国記念館
1/80彦根城をはじめ、日本各地の名
城を模型で再現し、展示します。
構造や規模が明らかではないため“幻”
と言われる「佐和山城」を最新の発掘
調査に基づき1/300スケールで復元。
琵琶湖モデラーズクラブ
ＴＥＬ.０７４９-６３-５６７８

●

ざく  ろ あだうち

10：30～11：00  ／13：30～14：00　彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30 彦根城博物館玄関前
彦根市観光振興課  TEL.30-6120  公式HP  http://hikone-hikonyan.jp/

9月も「ひこにゃん毎日登場！」
※都合により中止または登場場所変更の場合も有り



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金　縦 70mm×横 90mm

料亭旅館やす井に隣接
した直営店で、ひとつひ
とつこだわりを持った
お料理の品々で、皆様の
お越しをお待ちしてお
ります。

彦根市安清町13－26／ tel.0749-23-8238
営業時間 11：00～15：00（LO14：30）・17：00～21：00（LO20：30）
宴会最大人数 100名／駐車場 30台／定休日 水曜（祝日の場合は木曜に振替）
設備 サービス： 個室有り・全席禁煙・大型バス可・wi-fiスポットあり

彦根市古沢町21街区２（JR彦根駅東口から徒歩２分）・tel.0749-47-6147
営業時間 17：30～ 23：30（L.O.23：30）・駐車場８台・不定休

●一口ヒレカツ定食
             1,200円（税別）
●天丼　 1,100円（税別)
●天ぷらカレーうどん
             850円（税別）
●助六　 530円（税別）

●本まぐろの三種盛り合わせ 1,800円（税込） ●大トロのお造り 1,950円(税込)
●本まぐろコース  4,000円（税込） ●きたやコース  4,500円（税込）

「おいしいまぐろを食べて頂きたい」
彦根の皆様に美味しいまぐろ料理を食べて頂きたく、
築地直送で本まぐろを仕入れています。

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を
置き薬のジュース版!「オフィスコンビニ」
● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～料金は飲んだ分だけ！

すべて格安
ウォーターサーバーより割安です !
冷蔵庫の設置 /撤去 /補充 /ご集金すべて無料すべて無料

有効期限2014年9月30日まで有効期限2014年9月30日まで

有効期限2014年9月30日まで 有効期限2014年9月30日まで

有効期限2014年9月30日まで

有効期限2014年9月30日まで

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

コースの飲み放題（1,500円）
通常90分を120分に!!
※他のクーポン券との併用はできません。

MAP

創業文化六年

彦根市本町一丁目3-37
tel.0749-22-6003
営業時間 8：30～18：00
定休日　火曜日

今年も秋の和菓子が店頭に揃いま
した。ITOJYU CAFEでは今年も
お得な季節のお菓子のセットを
ご用意しております。是非ご来店
ください。

お買い物
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

彦根市役所前のITOJYU CAFEにて
秋のお菓子4種類のうちから2つを選
んでいただける飲み物つきのセットを
始めました。 
（左手前）「望の月」  （右手前）「栗三昧」
（左奥）「織部薯蕷」  （右奥）「十三里」
飲み物つきで648円。
弊店の商品を多くの人にお楽しみいた
だくお試しコーナーの役割もあります
ので、お値段はお得な設定になってお
ります。是非ご利用ください。

日商簿記は企業が求める資格 No.1
～多くの企業が簿記検定を社員育成に活用～

「企業が応募者に求める資格ランキングトップ10」で日商簿記２級は第１位（１級は第７位）
＜（株）リクルートキャリアが同社に寄せられた求人から集計＞

「今後取得したい資格ランキング」で日商簿記２級は第５位（３級は８位、１級は15位）
＜日本経済新聞と日経キャリアマガジンが20－40歳代のビジネスパーソンを対象に調査＞

日商簿記がこのように高く評価されている背景には、昭和29年（1954年）からスタートし、
今年でちょうど60年という長い歴史と、これまでに2,300万人の方々に受験していただいた
実績があります。
日商簿記は、多くの企業で合格を昇進の要件にしたり、受験料や教材の購入費を補助したり、
社内勉強会を行うなど、様々な形で社員育成に活用いただいています。

第１３８回簿記検定試験
試験日　    １～４級　１１月１６日（日）　
試験会場　 彦根商工会議所
受験料   　１級：7,710円　　２級：4,630円
　　　　   ３級：2,570円　　４級：1,640円
申込受付期間　９月２６日（金）～１０月１７日（金）
                         （受付時間：平日８：３０～１７：１５）

お問合わせ・お申込みは
彦根商工会議所まで
tel.0749-22-4551
fax.0749-26-2730
〒522-0063 彦根市中央町3-8
http://www.hikone-cci.or.jp
事業所・学校等ごとの団体申込みも
受け付けます。

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代
５%OFF

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

ちゃんこ蔵間500円引き
お一人様、１会計につき１枚のみ有効

「クッキーバッグ」
プレゼント

M
A
P

スリールパティシエオガワ

彦根市後三条町265-1
TEL.0749-24-2422
営業時間 10：00～19：00 
定休日  火曜日

http://www.sourire-ogawa.com/

秋の新作は、鳴門金時を使い、
芋の甘さを引き出したスイートポ
テトです（1個140円・税込）。
「彦根コロン」各種172円、「焼酎バ
ターカステラ ほのか」1,080円、「後
三条プディング」248円。ふわふわ食
感の「苺ショートケーキ」は356円

相撲部屋直伝の本物のちゃんこ鍋が味わえるお店

彦根ちゃんこ蔵間 ●スペシャル夏コース
　※６名～要予約（９/30まで）　
   １人2,940円
●宴会コース※４名～要予約
　蔵間コース１人3,675円
   関脇コース１人3,150円
●ちゃんこ鍋※１人前で２人分
　横綱････3,150円
   大関････2,625円
●飲み放題（２時間）
　※８名～（１人1,995円）

彦根市岡町100-２（近江鉄道「彦根口駅」から徒歩３分） TEL.0749-24-4515
営業時間12：00～15：00（要予約）／17：00～22：30（LO22：00）
駐車場 50台以上／定休日 月曜日

彦根

ちゃんこ鍋


	fueki06_p01_24
	fueki06_p02_03
	fueki06_p04_05
	fueki06_p06_07
	fueki06_p08_09
	fueki06_p10_11
	fueki06_p14_15
	fueki06_p16_17
	fueki06_p18_p19
	fueki06_p20_21
	fueki06_p22_23



